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 （問合わせ） 
呉市保健所保健総務課 

                                電話 0823-25-3525 

【 予 防 接 種 】 
感染症のなかには、一度かかると体内に免疫がつくられ、同じ病気にかからなく

なるものがあります。これを応用し、ウイルスや細菌を一定の処理で殺したり、弱

くしたりしたものを、体内に入れることで免疫をつくることが予防接種です。 
感染症から自分の子どもはもちろん、まわりの子どもたちを守るために予防接種

の効果と副反応をよく理解し、予防接種を受けましょう。 
 

[ 定期接種 ] 
  予防接種法により定められた予防接種です。 

定期接種で事故があった場合は、健康被害救済制   

度により補償が行われます。 
  定期接種は定められた期間であれば無料です。 
  

《BCG》 
  結核に対する抵抗力(免疫)をつけるために BCG を接種します。（生後３ヶ月

～６ヶ月未満） 
 

《ポリオ》 
   小児マヒを予防するワクチンです。このワクチンは経口ワクチンで、飲むこ

とによって免疫をつくります。呉市では、春と秋に実施されています。 
 

《麻しん・風しん》 
   麻しん・風しんの予防接種は２回接種になりました。１期に１回、２期に１

回麻しん・風しん混合ワクチンを接種します。ただし、どちらかにかかったこ

とのある人や希望する人は単独のワクチンを接種できます。 
 

《ジフテリア(D)・百日咳(P)・破傷風(T)》 
  混合ワクチン（DPT）として生後３ヶ月から接種できます。百日咳は、乳児

がかかると重症になることもあるので、予防接種は受けておきましょう。 
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（　）内は標準的な接種期間（望ましい時期）

（生後３～６ヶ月未満）

生後３～９０ヶ月未満（生後３～１８ヶ月）６週以上の間隔をおいて２回

麻しん（M)　風しん（R)

混合ワクチン（MR）

麻しんワクチン

風しんワクチン

ジフテリア（Ｄ）百日咳（Ｐ）破傷風（Ｔ）

三種混合ワクチン（ＤＰＴ） 第２期→ＤＴで(11歳)

二種混合ワクチン（DT）

第１期→生後６～９０ヶ月　初回接種：１～４週間隔２回（３歳） 第２期→９～１３歳（９歳）　

追加接種：初回終了後およそ１年後（４歳）

望ましい接種年齢 接種可能な年齢〈法定接種対象年齢〉

接種間隔

　

　平成１７年５月に予防接種による健康被害が否定できない重症例が発生したことから、

[ 任意接種 ]

　任意の予防接種には、おたふくかぜ（流行性耳下腺炎）、水ぼうそう（水痘）、インフ

＊＊＊予防接種カレンダー＊＊＊

第１期→ＤＰＴで生後３～９０ヶ月未満　初回接種３～８週間隔で３回（生後３～１２ヶ月）

追加接種：初回接種終了後６月以上後（１２～１８月後)１回
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第２期→生後５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間の児[保育所・幼稚園では年長児]

歳 歳

9 10 11

脳炎の流行地域へ渡航する方、蚊にさされやすい地域や環境にある方などで、本人や保護

者が特に希望する場合は受けることができます。

《日本脳炎》

現行のワクチンについては慎重を期すため積極的には勧められていません。ただし、日本

ルエンザ、Ｂ型肝炎などがあります。

　任意接種で事故があった場合は、他に賠償の責任を有する者がなければ、医薬品副作用

被害救済制度により補償が行われます。

　任意接種は全額自己負担です。
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第１期→生後1～２歳未満

ＢＣＧ

第２期→生後５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間の児[保育所・幼稚園では年長児]

第２期→生後５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間の児[保育所・幼稚園では年長児]

第１期→生後1～２歳未満

歳

145

　　　　　　　　　　　　　4週間以上あける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   1週間以上あける
　　　　　　　　　　　　　　（間隔が27日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （間隔が6日）

日本脳炎
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　ポリオ　・　BCG
　麻しん　・　風しん
　麻しん風しん混合

次の予防接種

　
　　三種混合
　　二種混合
　　日本脳炎

次の予防接種




